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　２月５日、東京都内で「しらかわ大使懇談会」が開催されました。
　今回は、市が策定した地方版総合戦略の３本柱である「産業振興」「子育て支援」「新しい人の流れをつくる」
に対して、経験豊かな大使の皆様にご意見をいただきました。
　今月号では、その内容を要約してお届けします。

　白河は、東京から近く歴史もありますが、群を抜いて
はいないと思います。企業は、汎用的ではお客様に指名
されないので、特徴のある潜在的な技術を、さらに伸ば
す努力をしています。一方で、新たな需要への対応や個
性を創出することも必要です。あまり昔の財産を大事に
し過ぎると、逆にそれが汎用的で一般的になったりしま
すので、新しい個性を作っていくという所にエネルギー
を使うのも１つだと思います。
　川崎市では、老人や妊婦、子どもが出掛けやすくなる
ようミニバスの仕組みを作っています。しかしコストが

　白河はどれも中途半端だと感じます。東京から近いが、
それほど近いわけではなく、歴史的に有名だが、それほ
ど有名でもありません。個としての競争原理で行ってい
る限りは、いつまでも抜け出せないと感じています。ど
うすればいいのか、一言で言えばコラボレーションです。
　観光では、奥州三古関や名城同士等をセットに、旅行
会社等とコラボで旅行商品を作ってはどうか。現にコラ
ボした旅もあります。商品によっては、補助金を出すな
どの発想があっても良いと思います。また、教育でも、
高等教育機関の誘致や支援を、国・県・近隣町村とコラ

　医療費や学校等に掛かるお金を、市が負担してはどう
でしょうか。お金の心配が無く、安心して暮らせるよう
にすれば、住もうという人が現れます。みんな将来が不
安なので、それを払拭してあげれば良いと思います。昨
年、西郷のゴルフ場にいきましたが、こんな高級リゾー
トがあることにびっくりしました。これは、緑の中にあ
るから価値があります。東京にはいろいろなものがあり
ますが、逆に無いものは、時間をかけてでも行こうとし
ます。人を呼ぶには、逆転の発想をするのも必要です。
　また、白河の食を一流にするため、独自の安全・安心

　観光で交流人口を増やすのであれば、ラーメンだと思
います。東京の知人が、白河ラーメンを食べるのに２時
間並んだと言っていました。10年前のラーメンフェステ
ィバルでは、臨時列車が運行したほか、市内の至る所で
道路が渋滞しました。白河に帰った時は、必ずラーメン
を食べますが、どの店も混んでいます。とっかかりとし
て一番分かりやいものだと思います。
　もう一つは、人口減のレポートをまとめた増

ま す だ

田さんの
「お年寄りを地方に」という発想です。私の母は、亡く
なるまで新白河駅前の施設にいました。その施設には東

　私が出産した時には、産休も育休も取れる時代でした
が、産んでから元の仕事はできないと思い会社を辞めま
した。辞めた後、次の受け皿がまったく無かったので、
すぐにフリーに転身しましたが、中には残る方もいて、
前のように仕事ができず、降格される状況もありました。
都会では、子どもを１日預けると１日分の給料が無くな
るので、何のために働くのか分からなくなります。
　白河での子育ては、近くに親や顔見知りがいるという
メリットがあるので、安心して働けるし、女性の社会進
出にもつながると思います。また、欧米等では、インタ

掛かるため、今、病院やショッピ
ングセンターなど、決まったコー
スを自動運転で行う検討をしてい
ます。これによりいろいろな意味
で人が集まり、交流人口も増える
と思います。こういう新しい個性
を先に作るのも手です。

ボで行っても良いと思います。
　一過性の政策を行ってもうまく
はいきません。どう具体的にやる
かは、今回の政策の中に書かれて
います。あとは、コラボの精神を
明確に認識し、いかに具現化する
かだと思います。
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個の競争からコラボの発想を

潜在的なものを伸ばしながら新たな個性を創出地元のメリットをいかした女性の社会進出

逆転の発想と独自色で食を宣伝交通のメリットをいかした観光と福祉

の基準を作って宣伝するのも良い
と思います。お米のコンテストを
開いてはどうでしょうか。勝負で
負けたお米にも、その特性をいか
した食べ方をパッケージに記載す
ることで、より宣伝効果が上がる
のではないかと思います。

京から来た人が数人いましたが、
費用が安く交通の便がいいから来
たと言っていました。やさしい気
持ちをもってお年寄りを迎えるの
も手だと思います。このように、
交通のメリットは多方面で展開で
きると感じています。

地域の魅力をいかして活性化
▲懇談会に出席した「しらかわ大使」の皆さんと市長

ーネットのライブカメラを使って、
自宅で仕事をしていますので、日
本でも地方にいながら仕事ができ
るようになれば、子どもを産んで
仕事を続けることが非常に楽にな
りますし、働き方がガラッと変わ
るのではないかと思います。


